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専門分野 

開発経済学、バングラデシュ経済  

 

略歴 

1986年 3月 慶應義塾大学経済学部卒業  

1988年 3月 同大学大学院経済学研究科修士課程修了 経済学修士  

1988年 4月 アジア経済研究所入所  

1992年 8月 アジア経済研究所海外派遣員（アメリカ合衆国ロチェスター市：ロチェスター

大学[University of Rochester]経済学部博士課程在学）  

1994年 8月 アメリカより帰国 

1994年 10月 アジア経済研究所開発スクール准教授  

1998年 7月 （アジア経済研究所と日本貿易振興会が統合し日本貿易振興会となる)  

1999 年 1 月 日本貿易振興会アジア経済研究所海外派遣員（アメリカ合衆国ロチェスター

市：ロチェスター大学経済学部博士課程在学［2000年 5月まで］）  

2000 年 1 月 日本貿易振興会アジア経済研究所海外調査員（バングラデシュ・ダッカ市）。

バングラデシュ開発研究所客員研究員(Visiting Fellow, Bangladesh Institute of Development 

Studies)  

2000年 3月 ロチェスター大学より博士号取得（経済学）  

2001年 1月 バングラデシュより帰国  

2001年 6月 Global Development NetworkのGlobal Research Projectに関するExternal Resource 

Person（2003年まで） 

2002年 4月 東北公益文科大学公益学部非常勤講師（「難民問題」現在に至る）  

2003年 4月 アジア経済研究所英文機関誌 The Developing Economies編集委員(Editor)  

2003 年 10 月 日本貿易振興機構アジア経済研究所（日本貿易振興会アジア経済研究所より

改組）開発研究センター開発戦略研究グループ長。同開発スクール教授（開発経済学）  

2004年 1月 国際協力機構「貧困削減と人間の安全保障」研究会委員（2005年 12月まで）  

2004年 9月 外務省「対バングラデシュ国別援助計画」東京タスクフォース主査（2006年 5

月まで）  

2004年 12月 外務省「保健医療分野における ODA政策有識者会議」委員（2005年 5月ま

で）  
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2005 年 4 月 財務省委託（国際金融情報センター主催）「MDBs 研究会」共同世話人（2006

年 3月まで）  

2005年 11月 国際開発学会常任理事（現在に至る）  

2006年 4月 外務省 ODA評価委員（現在に至る） 
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